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     A CASE OF RETROPERITONEAL CAVERNOUS 
LYMPHANGIOMA WITH THE CONTENT OF CHYLOUS FLUID
Katsuyuki Sano, Chihiro Kawasaki, Kazuhiko Sato, 
      Akira Iwasaki and Ei-ichi Ishizuka 
From the Department of Urology, Yokohama Red Cross Hospital
   We report a case of retroperitoneal lymphangioma in a 26-year-old man whose chief com-
plaint was lumbar discomfort. Ultrasonography revealed pararenal cyst on his left side. At the 
operation, we discovered a cystic tumor between peritoneum and Gerota's fascia. Pathological 
study indicated cavernous  lymphangioma containing chylous fluid. There has been no recurrence 
for a year after the operation. 
                                                (Acta Urol. Jpn. 36: 1435-1438, 1990) 








































































































































佐 野,ほ か=リ ンパ 管腫
る1).
病 因論 的 に はhematQmaの 一種 と して 小児 のhy-
gromaなどと 同 様 の もの と 考 え る説 が あ り2),胎生
期 の リンパ 管 発生 の際buddingの異 常 に よって 生 じ
た と され て い る3)こ れ に よれ ば,内 頸 静 脈 外 側,腸
間 膜 根部,轡 部 な どが好 発 部位 と言 われ て いる4).一
方,後 天 的 に 手術,炎 症,外 傷 な どに よ って リ ンパ管
の閉塞 が起 こ って発 生 す る とい う機 転 も考 え られ て い
る3).自験 例 は どち らに 属す るか 不 明 であ るが,患 者
は スキ ーを 趣 味 と して お りこれ に よ り外 傷 性 の機 転 が
働 い た こ とは 考 え られ る.
臨床 的 に は,1)単 純性,2)海 綿 状,3)嚢 状 に分
類 され て い るが5),1)はきわ め て少 な く,2)が約10%,
3)が約90%を 占め て い る6),診断 基準 と してRQsan-
gerら7》が 述 べて い る のは,a)内 腔 は 円柱 上 皮 や立
方 上 皮 で ない 内皮 細 胞 に覆 わ れ,b)嚢 胞 壁 内に 小 リ
ンパ 腔が あ り,C)壁 内に リンパ節 様構 造 を 持 ち,
d)血 管,平 滑筋,結 合 織 を 共に 含 ん でい る とい う諸
点 で あ った.嚢 状 の もの で はfoamceUの 存 在8)があ
げ られ てい るが,海 綿 状 リンパ 管腫 では 特 別の 基 準 は
ない よ うで あ る.自 験 例 は3)の海 綿状 に 属す る と考 え
られ,")～d)の 基 準 を満 た して いた.
組 織学 的 に は リンパ管 腫 は良 性 腫瘍 で あ るが,海 綿
状 リンパ 管 腫 の浸潤 性 増殖9)や悪 性 化 の報 告1e)もあ る.
他 に 鑑別 しな けれ ば な らな い悪 性新 生 物 と して,lipo-
sarcoma,leiomyosarcoma,fibro-sarcoma,malig-
nantteratomaii)があ る.こ れ らは 多 くsolidな形
を とるが,と きにcysticな像 を示 す の で 注意 が 必要
であ る.実 際 上は 悪 性 を否 定 す る ため に 手術 が 必要 な
こ とが多 い.
内 容液 につ いて は本 邦83例 中血 性24例,漿 液性23
例,乳 廉9例 との 報 告12)があ る.自 験 例 では,十 分 な
分 析 を しな か った が,肉 眼 的 には 明 らか に 乳 廉性 で あ
った.蛋 白濃 度は,リ ンパ性 の もの では2～3g/d1あ
る はず だ が,本 例 で はそ の1/10程度 しか な く,こ の原
因 は不 明 で あ る,
後腹 膜 の腫 瘤 は症 状に 現 わ れ る こ とが少 な く,腹 部
の膨 隆 や 腫瘤 と して触 知 され た り消 化 器 の圧 迫 症状 な
どが,主 訴 の大 部 分 で あ る6).破裂 な どを起 こさ な い
限 り疹 痛 も軽 度 で,早 期 発 見 は か な り困 難 と い え よ
う.最 近 では,自 験 例 の よ うに 軽 微 な症 状 の訴 え に対
して も超音 波 やCTを 行 な う傾 向が あ り,発 見 の 可
能性 は 増 加 してい る と言 え よ う.特 に 超音 波 は 侵 襲 も
な く容易 に 行 えて,き わ め て有 用 で あ る.し か し相 馬
らの 集 計 した83例12)のうち術 前 に診 断 が つ け られ て い
た の は5例 しか な く,多 くは 後腹 膜 腫 瘤 とい う漠 然 と
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した名のもとに手術に至っている。超音波はもとより
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